


リュック・ベッソンカ事

魂を奪われた

ニュースター、

ミア・フライア

二人の出会いは、べッソンが監督した音楽クリップO ミアが振り付けを担当した。「何

人ものスタッフを使って、やっと 1本の映画を作ることのできる私と違い、ミアは自分

の体一つで世界を作り上げていた。その姿を見て、言いようのない衝撃を受けたJ と

語るベッソン。その時から、べッソンはミアの映画を作ろうと心に決めていた。それが、『ダ

ンサ-j である。ベッソンは自信を持って断言する o r新しt ~とびきりの才能を世に紹

介できたとJ思っている。」

リュック・ベッソン presents

リュック・ベッソンの

原点が、

そして集大成が

ここにある!

ニキー夕刊ニキータj )、マチルダ( rレオンj )、リールー( rフィフス・エレメント j )、ジ

ャンヌ( rジャンヌ・ダルクj) ……ベッソン映画の繊細にして漂々しt ~ヒロインにまた一人、

新たな名前が加わった!彼女の名は“インディア"。見るものを魅了する天才ダンサー

だが、言葉を発するごとができない。

人公と周りの世界の聞に何らかの“障害"や“距離"を置くことによって、普段

見過こ守してしまっている“時代が抱える問題"をあぶりだす一一長編デビュー作『最後

の戦い』から一貫してベッソンがこだわり続けた世界が今、『ダンサー』に見事なまで

に結実した。

「彼なら何も心配ない」

ベッソン大絶賛の

フレッド・ギャルソン監

監督は『ジャンヌ・ダルク』で助監督を務めたフレッド・ギャルソンo r素晴らしい映画

を作れる人聞かどうか直感で見分けられる」と言うべッソンが大抜擢、本作が初監室

となる。その彼を、撮影監督のティエリー・アルボガスト、プロダクション・デザイナーのダン・

ヴェイルらべ、ソソン組が強力にサポートしている。

また、ジェームズ・ブラウン、オーティス・レデインクやらソウルの大御所から、プロテ*イジ一、

ファット・ボーイ・スリム、フリースタイラーズ、スーノ fーファンクエミリア・トリニらテクノやハ

ードコア、ファンクまで、今一番注目のミュージシャンの音楽が全編に流れるのも聞き逃

せない。


